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牛肉 
◆飼養動向 

 ５年２月現在の肉用牛の飼養頭数、前年比２.８％増 

 肉用牛の飼養戸数は、生産者の高齢化などによる離農

の進行により、小規模層を中心に減少傾向が続いており、

令和５年（２月１日現在、以下同じ）は、３万８６００戸

（前年比４.５％減）と前年からやや減少した（図１）。 

 総飼養頭数は、増加傾向で推移しており、５年は、

２６８万７０００頭（同２.８％増）と前年からわずか

に増加した。肉用種と乳用種をそれぞれ見ると、肉用種

は、乳用牛への和牛受精卵移植技術の活用や子取り用雌

牛（繁殖雌牛）の増頭などにより、５年は、１８８万

２０００頭（同３.９％増）と前年からやや増加した。

乳用種（注）のうち交雑種は、酪農家における乳用牛への

黒毛和種交配率が上昇したことなどにより、５年は、

５６万９６００頭（同２.６％増）と前年からわずかに

増加した。乳用種のうちホルスタイン種他は、酪農での

性判別精液の普及や黒毛和種交配率の上昇から、５年は、

２３万４８００頭（同４.９％減）と前年からやや減少

した。 
 

 この結果、１戸当たりの飼養頭数は、６９.６頭（同

７.６％増）と前年からかなりの程度増加し、経営規模

の拡大が進展していることがうかがえる。 

（注）肉用牛の「乳用種」とは、「畜産統計」では、ホルスタイン

種、ジャージー種などの乳用種のうち、肉用を目的に飼養してい

る牛で、Ｆ１などの交雑種を含むと定義されている。 
 

図１ 肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 

注：各年２月１日現在。 

◆生産 

 ４年度の生産量、前年度比３.５％増

 牛肉生産量は、生産基盤強化対策の実施により繁殖基

盤が拡大したことなどにより、平成２９年度以降、和牛

を中心におおむね増加傾向で推移している。 

令和４年度は、和牛は１６万４９８４トン（前年度比

２.８％増）とわずかに、交雑種は９万２２２１トン（同

１０.３％増）とかなりの程度、いずれも前年度を上回

った一方、乳用種は８万５１５６トン（同１.４％減）

とわずかに下回った（図２）。 

この結果、全体では３４万７６００トン（同３.５％

増）と前年度からやや増加した。 

図２ 牛肉の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：部分肉ベース。
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◆輸入 

 ４年度の輸入量、前年度比１.２％減

 牛肉輸入量は、近年、焼き肉やハンバーガーなどの外

食産業を中心に牛肉の需要が拡大していたことから、お

おむね増加傾向で推移しており、平成２８年度から令和

元年度までは４年連続で増加した。 

しかしながら、２年度は、新型コロナウイルス感染症

（ＣＯＶＩＤ-１９）の影響による海上輸送の遅れや、

緊急事態宣言に基づく外出自粛要請による外食需要の

減少などから減少に転じ、３年度も、ＣＯＶＩＤ-１９

の影響のほか、干ばつ後の牛群再構築により豪州産の生

産量が減少したことや、米国産の現地相場が上昇したこ

となどから減少した。 

４年度は、現地相場の高止まりなどにより冷蔵品の輸

入量が減少した一方で、冷凍品については前年同期の輸

入量が減少していた反動などにより増加したものの、全

体では５６万２５０５トン（前年度比１.２％減）と前

年度をわずかに下回った（図３）。 

国別輸入量を見ると、豪州産は、２０万８０１６トン（同

８.８％減）と前年度をかなりの程度下回った一方、米国

産は、２３万２９９４トン（同５.０％増）と前年度をや

や上回った。 

輸入牛肉のうち、冷蔵品は主にテーブルミートとして

量販店などで販売されており、冷凍品は加工用や業務用

として利用されていることが多い。近年、いずれも増加

基調で推移していたが、ＣＯＶＩＤ-１９の影響などに

より、その傾向に変化が見られている。４年度は、冷蔵

品は２１万４５３５トン（同１４.８％減）と前年度を

かなり大きく下回った一方、冷凍品は３４万７６３５ト

ン（同９.７％増）と前年度をかなりの程度上回った（図

４）。 

輸入価格（ＣＩＦ）を見ると、１キログラム当たり８

６８円（同１６.８％高）と前年度を大幅に上回った。 

図３ 牛肉の輸入先別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財務省「貿易統計」 

注：部分肉ベース。くず肉などを含む。 

 

 

図４ 牛肉の冷蔵品・冷凍品別輸入量および輸入価格 
の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：財務省「貿易統計」 

注：部分肉ベース。くず肉などを含む。 
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◆輸出 

 ４年度の輸出量、前年度比１.４％減 

牛肉輸出量は、近年、販路の開拓や販売促進の効果な

どにより増加傾向で推移していたものの、令和４年度は、

台湾などが伸びた一方で、米国における物価高および低

関税枠超過後の関税引上げによる消費減退の影響など

により、７７７３トン（前年度比１.４％減）、輸出金額

は５３４億円（同２.２％減）と、いずれも前年度から

わずかに減少した（図５）。 

輸出量の内訳を見ると、冷蔵品は３８４２トン（同７.

９％増）と前年度からかなりの程度増加した一方、冷凍

品は３９３１トン（同９.１％減）と前年度からかなり

の程度減少した。冷蔵品と冷凍品の割合は、２年度に続

き３年度も冷凍品の割合が冷蔵品を１割程度上回る状

況が続いたが、４年度はほぼ同程度となった。 

 

図５ 牛肉の輸出量および輸出金額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
 注：部分肉ベース。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本からの牛肉の輸出が可能な国・地域は、アジアを

中心に中東、欧州、北米・中南米、大洋州のさまざまな

国や地域に広がっている。輸出先については、牛肉全体

で見ると多くがアジアに輸出されているが、冷蔵品と冷

凍品で輸出先は異なっている。 

冷蔵品の輸出先を見ると、４年度の最大の輸出先は台

湾で１２０７トン（シェア３１.４％）、次いで米国が７

８１トン（同２０.３％）、香港が５６１トン（同１４.

６％）となり、上位３カ国・地域で約７割を占めている

（図６）。  

 

図６ 牛肉の冷蔵品の輸出先別輸出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 

 

冷凍品の輸出先を見ると、４年度の最大の輸出先は前

年度に続きカンボジアで９３４トン（シェア２３.８％）、

次いで香港が８３９トン（同２１.３％）、タイが５３６

トン（同１３.６％）となり、上位３カ国・地域で約６

割を占めている（図７）。 

 

図７ 牛肉の冷凍品の輸出先別輸出量の推移 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注：部分肉ベース。 
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◆消費 

 ４年度の推定出回り量は前年度比０.７％減、家計消費は同７.４％減

推定出回り量 

 

牛肉の推定出回り量は、近年の好景気などを背景に外

食を中心に好調に推移してきたが、令和２年度以降、Ｃ

ＯＶＩＤ-１９の影響でインバウンド需要や外食需要が

大きく減退しており、４年度も、８８万４２８トン（前

年度比０.７％減）と前年度をわずかに下回った（図８）。 

出回り量の内訳を見ると、国産品は、３４万３９６

トン（同４.０％増）と前年度をやや上回ったもの

の、輸入品は、５４万３２トン（同３.５％減）と前

年度をやや下回った。 

なお、合計に占める国産品の割合は３８.７％（同

１.８ポイント増）と３年連続で前年度を上回った。 

 

図８ 牛肉の推定出回り量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農畜産業振興機構推計 
 注：部分肉ベース。 

 

家計消費 

  

牛肉消費の約３割を占める家計消費について、令和４

年度は、物価高騰による消費者の生活防衛意識の高まり

により、年間１人当たり２.１キログラム（前年度比７.

４％減）と、前年度をかなりの程度下回った（図９）。 

 

図９ 牛肉の家計消費量（全国１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「家計調査報告」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆在庫 

 ４年度の推定期末在庫、前年度比１７.１％増

 牛肉の推定期末在庫は、平成３０年度は需要を上回る

輸入があり、令和元年度はＣＯＶＩＤ-１９の影響によ

る外食需要やインバウンド需要の減退などがあり、２年

連続で前年度を上回った（図１０）。 

２年度は輸入量の減少などにより、前年度を下回った

ものの、４年度は、３年度同様にＣＯＶＩＤ-１９の影

響による需要の減退などにより、全体で１４万９７２４

トン（前年度比１７.１％増）と前年度を大幅に上回っ

た。このうち、輸入品は１３万７１２８トン（同１９.

６％増）と前年度を大幅に上回った一方、国産品は１万

年報畜産 ２０２３ 【国内：牛肉】 
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２５９６トン（同４.４％減）と前年度をやや下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１０ 牛肉の推定期末在庫の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

 

◆枝肉卸売価格 

 ４年度の牛枝肉卸売価格、和牛、交雑種、乳用種のすべてで下落

 和牛 

和牛（東京・去勢Ａ-５、Ａ-３）の枝肉卸売価格は、

４年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の感染拡大や物価の上昇に

よる消費者の生活防衛意識の高まりなどの影響もあり、

前年を下回って推移した。 

この結果、年度全体としては、Ａ-５が１キログラム

当たり２５９４円（前年度比２.７％安）とわずかに、

Ａ-３が同２０９１円（同３.７％安）とやや、いずれも

前年度を下回った（図１１）。 

 

交雑種 

交雑種（東京・去勢Ｂ-３）の枝肉卸売価格は、近年、

適度な脂肪交雑などが消費者に広く受け入れられるなど

引き合いが高まっており、堅調に推移している。 

しかしながら、令和４年度は、取引頭数の増加などに

より、年度全体としては、１キログラム当たり１５１１

円（前年度比１.６％安）と前年度をわずかに下回った。 

 

 

 

 

 

乳用種 

乳用種（東京・去勢Ｂ-２）の枝肉卸売価格は、近年、

国産牛の中でも比較的安価で赤身が多い牛肉への底堅

い需要がある一方、生産量が減少傾向となっていること

から堅調に推移している。 

 しかしながら、令和４年度は、第２四半期以降、前年

度を下回る月がみられ、年度全体としては、１キログラ

ム当たり１０１５円（前年度比１.４％安）と前年度を

わずかに下回った。 

 

図１１ 牛肉の卸売価格（東京・品種・規格別）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：消費税を含む。注 
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◆小売価格 

４年度の小売価格、和牛、交雑種、乳用種のすべてで上昇

 牛肉の小売価格は、品種や部位によって動きは異な

るものの、おおむね横ばいで推移している。令和４年

度は、物価高騰などを背景に、国産品、豪州産で価格

が上昇した（図１２）。 

４年度の小売価格（ばら）は、和牛は１キログラム

当たり７７３円（前年度比２.８％高）、国産牛（交雑

種）は同６３５円（同３.８％高）、国産牛（乳用種

他）は同４８４円（同９.３％高）、米国産は同２５１

円（前年度比同）、豪州産は同２８３円（同９.７％

高）となった。 

 

図１２ 牛肉の小売価格（ばら）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。 

◆肉用子牛 

４年度の肉用子牛価格、黒毛和種は前年度比１３.８％安 

黒毛和種 

 家畜市場における黒毛和種の子牛取引頭数は、減少

傾向にあった繁殖雌牛が生産基盤強化対策の実施など

により増加傾向にあり、近年は安定して推移してい

る。令和４年度は、３６万２６５３頭（前年度比３.

９％増）と前年度をやや上回った（図１３）。 

黒毛和種の子牛取引価格は、平成２８年度をピークに

低下する中、２年２月以降、ＣＯＶＩＤ-１９の影響に

よる枝肉価格の低下に伴いさらに低下した。その後、枝

肉価格の上昇などにより回復したものの、４年５月に急

落し、一時回復傾向が見られたものの、下落傾向が継続

している。 

この結果、４年度は、１頭当たり６４万１千円（同１

３.８％安）と前年度をかなり大きく下回った。 

 

 

 

 

 

図１３ 黒毛和種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：消費税を含む。 
注２：市場取引価格は、各月の平均価格の単純平均であ

る。 
 

交雑種 

 家畜市場における交雑種の子牛取引頭数は、乳用牛

への受精卵移植技術の活用などによる和子牛の生産拡

大や乳用後継牛を確保する動きから、令和元年度まで

は前年度を下回って推移した。しかしながら、乳用牛

の頭数が回復傾向の中で、酪農家における乳用牛への
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黒毛和種交配率が上昇したことにより２年度、３年度と

増加となったものの、４年度は再び減少に転じ、７万

２０１頭（前年度比７.８％減）と前年度をかなりの程

度下回った（図１４）。 

交雑種の子牛取引価格は、４年度は、１頭当たり３２

万５千円（同７.９％安）と前年度をかなりの程度下回

った。 

 

図１４ 交雑種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：消費税を含む。 
注２：市場取引価格は、各月の平均価格の単純平均であ

る。 
 
 

ホルスタイン種 

 家畜市場におけるホルスタイン種の子牛取引頭数

は、近年、おおむね１万２０００頭で推移している。

令和４年度は、乳用牛への和牛受精卵移植技術の活用

や黒毛和種交配率の上昇もあり、１万１９３２頭（前

年度比１.２％減）と前年度をわずかに下回った（図

１５）。 

ホルスタイン種の子牛取引価格は、近年、取引頭数の

減少などを背景に、堅調に推移してきたものの、４年度

は、８月に急落するなど低調に推移し、１頭当たり１６

万円（同３２.２％安）と前年度を大幅に下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

図１５ ホルスタイン種の取引頭数と市場取引価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：消費税を含む。 
注２：市場取引価格は、各月の平均価格の単純平均である。 
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54 51 55 76 70

430 435
364 353 325

-200

0

200

400

600

800

0

100

200

300

400

平成30 令和元 2 3 4

（千頭）

（年度）

（千円/頭）

交雑種取引頭数

交雑種の取引価格（右軸）

12 12 11 12 12

242 229 233 236 
160 

(200)

0

200

400

600

800

0

100

200

平成30 令和元 2 3 4

（千頭）

（年度）

（千円/頭）

ホルスタイン種取引頭数

ホルスタイン種の取引価格（右軸）



  

1 

豚肉 
◆飼養動向 

 ５年２月現在の１戸当たり飼養頭数、前年比６.６％増

 豚の飼養戸数は減少傾向で推移しており、令和５年

は、３３７０戸（前年比６.１％減）と前年からかなり

の程度減少した（図１）。総飼養頭数は、８９６万頭（同

０.１％増）と前年並みとなった。１戸当たり飼養頭数

は、１６４.８頭増加して２６５７.６頭（同６.６％増）

となった。また、５年の子取り用雌豚の１戸当たりの

飼養頭数も１３頭増の２９９.９頭（同４ .５％増）

となった。小規模生産者を中心として飼養戸数が減少

したものの、１戸当たり飼養頭数は増加し大規模化が

進行している。 

 

図１ 豚の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。  
注２：令和２年は２０２０年農林業センサス実施年のため

データなし。 

◆生 産 

 ４年度の生産量、前年度比２.３％減

 豚のと畜頭数は、畜産クラスター事業の取り組みや暖

冬などの影響から、近年はおおむね増加傾向で推移して

いた。令和４年度は、廃業による飼養戸数の減少などに

伴い、１６４７万９２７１頭（前年度比２.１％減）と

前年度をわずかに下回った（図２）。 

 また、同年度の１頭当たりの平均枝肉重量は、   

７８.１キログラムと前年度を０.２キログラム下回っ

た。 

図２ 豚のと畜頭数および平均枝肉重量の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
 注：平均枝肉重量は全国平均。 

年報畜産 ２０２３ 【国内：豚肉】 
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 生産量については、前述の通り、畜産クラスター事業

などの取り組みなどにより、平成３０年度以降増加傾向

で推移していたが、令和４年度は、廃業による飼養戸数

の減少などから９０万１００９トン（同２.３％減）と

前年度をわずかに下回った（図３）。 

 

図３ 豚肉生産量および子取り用めす豚の頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」、「食肉流通統計」 
注１：生産量は、部分肉ベース。 
注２：子取り用めす豚の頭数は、各年度２月１日現在。

令和元年度は 
農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆輸入 

 ４年度の豚肉輸入量、前年度比３.９％増 

豚肉 

 豚肉の輸入量については、冷蔵品は、国内での好調な

需要などから増加傾向で推移している。冷凍品も、ＥＵ

諸国からの輸入量の増加や、カットなど技術面の向上に

よりメキシコ産などの輸入量が増えたことなどから、増

加傾向で推移している。 

 

図４ 豚肉の輸入量および輸入価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
 注 1：部分肉ベース。 
 注２：合計にはくず肉を含む。 

 

令和４年度は、９６万５１４４トン（前年度比 

３.９％増）と前年度をやや上回った（図４）。このうち、

冷蔵品は北米産の現地相場の高止まりなどにより、   

３９万１７８９トン（同８.２％減）と前年度をかなりの

程度下回った。冷凍品はＥＵ産の現地相場が下がっていた

ことなどから、５７万３３０８トン（同１４.２％増）と

前年度をかなり大きく上回った。 

 ま た 、 ４ 年 度 の 国 別 輸 入 量 は 、 米 国 産 が       

２２万６７１２トン（同９.０％減）、カナダ産が２０万

８３７６トン（同７.９％減）と前年度から減少した一方、

スペイン産が１８万９５０２トン（同３９.１％増）、メ

キシコ産は１２万５９８２トン（同６.２％増）、デンマ

ーク産が８万４６１２トン（同４.０％増）と前年度から

増加した（図５）。 

 

図５ 豚肉の国別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
 注１：部分肉ベース。 
 注２：くず肉を含む。  
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豚肉調製品・ソーセージ 

 豚肉調製品やソーセージの輸入量については、底堅い

需要がある中で、現地相場の変動に伴う増減を繰り返し

ている。 

４年度は、かた調製品の輸入量が前年度を上回った

一方、もも調製品、その他の調製品、ソーセージの輸

入量は前年度を下回った（図６）。豚肉調製品全体の

輸入量は、２０万９９２８トン（前年度比１.２％

増）と前年度をわずかに上回った。 

図６ 豚肉調製品およびソーセージの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注１：もも調製品：160241090（関税率 20％）。 
注２：かた調製品：160242090（関税率 20％）。 
注３：その他調製品：160249290（関税率 20％）。 
注４：ソーセージ：令和３年１２月まで 160100000（関税

率 10％）。令和３年１月から 160100900（関税率 10
％）。 

◆消費 

 ４年度の推定出回り量は前年度比０.９％減、家計消費量は同１.３％減  

推定出回り量 

 豚肉の推定出回り量は、近年の好調な豚肉消費を背景

に増加傾向で推移している。 

 令和４年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による巣ごも

り需要の一服感が見られたことから、国産品は９０万３

４３９トン（前年度比１.９％減）と前年度をわずかに

下回った一方、輸入品は９３万１６６６トン（同    

０.１％増）と前年度並みとなった（図７）。この結果、

全体では１８３万５１０６トン（同０.９％減）と前年

度をわずかに下回った。なお、合計に占める国産品の割

合は４９.２％（同０.５ポイント減）と前年度を下回っ

た。 

図７ 豚肉の推定出回り量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農畜産業振興機構推計 
  注：部分肉ベース。 

家計消費 

  豚肉消費の約６割を占める家計消費については、年間

１人当たりの豚肉の家計消費量を見ると、４年度は、巣

ごもり需要に一服感が見られたことなどから、７.６キ

ログラム（前年度比１.３％減）と前年度をわずかに下

回った（図８）。 

 

図８ 豚肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：総務省「家計調査報告」 
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◆在庫 

 ４年度の推定期末在庫量、前年度比１６.５％増  

 豚肉の推定期末在庫量については、約９割を輸入品が

占めており、そのうち９割強を冷凍品が占めている。こ

のことから、推定期末在庫は輸入量の影響を受け、増減

を繰り返しながら推移している。 

令和４年度は、国産品は、生産量の減少などから、  

２万２３２トン（前年度比１５.７％減）と前年度をか

なり大きく下回った（図９）。輸入品は、冷凍品の輸入

量が増加したことなどにより、１８万９５７２トン（同

２１.４％増）と、前年度を大幅に上回った。この結果、

合計では２０万９８０４トン（同１６.５％増）と前年

度を大幅に上回った。 

図９ 豚肉の推定期末在庫量の推移 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 
 

◆枝肉卸売価格 

 ４年度の枝肉卸売価格、８.５％高

 豚枝肉卸売価格（東京、上規格）は、出荷頭数が少な

くなる春から夏にかけて上昇基調で推移し、出荷頭数の

増加する秋ごろから低下する傾向にある。 

令和４年度は、海外現地相場の高騰や円安により高騰

していた輸入品の代替需要などから、価格は例年より高

い水準で推移した（図１０）。年度平均では１キログラ

ム当たり ５９６円（前年度比８.５％高）となった。 

図１０ 豚枝肉の卸売価格（東京、上規格）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注：消費税を含む。 
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◆小売価格 

 ４年度の小売価格、国産品および輸入品いずれも上昇

 令和４年度の豚肉の小売価格（ロース）については、

国産品は、生産量が増加したものの、１００グラム当た

り２６８円（前年度比０.８％高）と前年度をわずかに

上回った（図１１）。また、輸入品は、輸入価格の上昇

などもあり、同１５２円（同５.６％高）と前年度をや

や上回った。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１１ 豚肉の小売価格（ロース）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。

 

 
年報畜産 ２０２３ 【国内：豚肉】 

 

271 266 266 266 268

153 151 144 144 152

0.7
▲ 1.8

0.0 0.0

0.8

4.1
▲ 1.3

▲ 4.6
0.0

5.6

▲ 50.0
▲ 45.0
▲ 40.0
▲ 35.0
▲ 30.0
▲ 25.0
▲ 20.0
▲ 15.0
▲ 10.0
▲ 5.0
0.0
5.0
10.0

120

160

200

240

280

320

360

400

440

平成30 令和元 2 3 4

国産品（小売価格）

輸入品（小売価格）

(円/100ｇ) 国産品（対前年度増減率、右軸）

輸入品（対前年度増減率、右軸）

（％）

（年度）



 

1 

鶏肉 
◆飼養動向 

 ５年２月現在の出荷羽数は前年比０.２％増 

 ブロイラーの飼養動向は、小規模農家の減少や大規模

層（年間出荷羽数５０万羽以上）のシェアの拡大を背景

に、出荷戸数は減少傾向で推移する一方で、１戸当たり

の平均飼養羽数や平均出荷羽数は年々増加傾向にある。 

令和５年のブロイラーの出荷戸数は２１２０戸（前年

比１.４％減）と前年をわずかに下回った（図１）。また、

出荷羽数は７億２０８７万８０００羽 （同０.２％増）

と前年並みとなった。この結果、１戸当たりの出荷羽数

は３４万羽（同１.６％増）と前年をわずかに上回った

（図１）。 

なお、ブロイラーの出荷戸数および出荷羽数を規模別

に見ると、ブロイラーの出荷羽数が５０万羽以上の層が

出荷羽数全体の４９％を、出荷戸数全体の１３％をそれ

ぞれ占めた。 

図１ ブロイラー出荷戸数および出荷羽数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：令和２年は農林業センサス実施年のため、データなし。 

 

 

◆生 産 

 ４年度の鶏肉生産量、前年度比０.７％減

 鶏肉の生産量は、消費者の根強い国産志向や健康志向

などを背景に、平成２３年度以降、前年度を上回って推

移していたが、令和４年度は、１２年ぶりに１６７万  

７６７３トン（前年度比０.７％減）と前年度をわずか

に下回った（図２）。なお、平成３０年度以降は１６０

万トンを超えて推移している。 

図２ 鶏肉の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「食鳥流通統計」、「食料需給表」より農

畜産業振興機構推計 
注：骨付き肉ベース。
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◆輸 入 

 ４年度の輸入量、鶏肉は前年度比４.９％減、鶏肉調製品は同０.８％増

鶏肉 

 鶏肉の冷蔵品は消費期限が短いことから、輸入品のほ

とんどは主に加工・業務用に仕向けられる冷凍品である。 

 鶏肉の輸入量は、国内消費量の約２５％を占めており、

近年は５０万トン台で推移している。令和２年度は、新

型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響に

より業務用需要が減少する中、国内の輸入品在庫が高水

準にあったことなどにより輸入量の減少が見られたが、

３年度は、テイクアウトやデリバリー利用などによる中

食需要の増加を受けて、輸入量は過去最高を更新した

（図３）。 

 ４年度は前年度のブラジルからの輸入量が多かったこ

とや、米国での高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）

発生の影響で同国からの輸入量が減少したことから、 

５６万５０４３トン（前年度比４.９％減）と前年度を

やや下回った。 

輸入価格（ＣＩＦ）は、１キログラム当たり３５９円

（同４７.０％高）と前年度を大幅に上回った。 

 

図３ 鶏肉の輸入量および輸入価格（ＣＩＦ）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 

 
 

 

 

主要な輸入先のうち、ブラジルが全体の約７割を占め、

タイ、米国が続いている。 

 国別の輸入量を見ると、ブラジル産については、４年

度は、４１万１６４１トン（同６.５％減）と前年度を

かなりの程度下回った（図４）。 

 タイ産については、平成２５年度の輸入再開以降、細

かい規格への対応が可能であることなどから一定数量の

ニーズを得て推移している。４年度は、１４万４１３ト

ン（同３.８％増）と前年度をやや上回り、３年度連続

の増加となった。 

 米国産については、クリスマス需要などに向けられる

骨付きもも肉が多くを占めており、４年度は、１万 

９９４トン（同３０.９％減）と前年度を大幅に下回っ

た。 

 

図４ 鶏肉の国別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：財務省「貿易統計」 
注：実量ベース。 
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鶏肉調製品 

 鶏肉調製品（加熱処理や衣付け、調味した鶏肉など）

の輸入量は、近年、外食・中食需要の高まりや消費者の

簡便志向などを背景に増加傾向で推移している。 

主な輸入先は、加熱処理施設が多数存在するタイお

よび中国となっており、両国からの輸入量の合計で全

体の９９％を占める。 

令和２年度にＣＯＶＩＤ－１９の影響により業務用需

要が減少したことから、同年度の鶏肉調製品の輸入量は

タイ産、中国産ともに前年度を下回ったものの、３年度

は中食需要の増加により、いずれも増加した（図５）。

４年度は上半期の輸入量が前年度より増加したことなど

から、５０万２９４１トン（前年度比０.８％増）と前

年度をわずかに上回った。 

国別の輸入量は、タイについては、平成３０年度以降、

３０万トンを超える輸入が続いており、令和４年度は、

３１万１６７１トン（同１.１％増）と前年度をわずか

に上回った。なお、全輸入量に占める割合は６２％とな

った。 

中国については、４年度は、１８万５０１２トン（同

０.５％増）と前年度をわずかに上回った。なお、全輸

入量に占める割合は３７％となった。 

 

図５ 鶏肉調製品の国別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 
 

◆消 費 

 ４年度の推定出回り量は前年度比１.９％減、家計消費量は同１.８％減

 鶏肉の推定出回り量は、近年、消費者の低価格志向や

健康志向などを背景におおむね増加傾向で推移している。     

令和４年度は、中食需要が堅調で２２４万６４６７ト

ンとなったが、前年度は巣ごもり需要や輸入品の出回り

量が多かったことなどにより、前年度比では１.９％減

と前年度をわずかに下回った（図６）。 

 出回り量の内訳を見ると、鶏肉消費量全体の約４分の

３を占める国産品は、堅調な需要が継続したことで、４

年度は、１６８万３１１７トン（前年度比０.１％減）

と前年度並みとなった。 

 主に加工・業務用に利用されている輸入品は、価格が

高値であったことなどにより、４年度は、５６万    

３３５０トン（同６.７％減）と一昨年度までの出回り

量は上回ったものの、前年度をかなりの程度下回った。 

 なお、合計に占める国産品の割合は７４.９％と前年

度から１.３ポイント増加した。 

図６ 鶏肉の推定出回り量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農畜産業振興機構推計 
注：実量ベース。 
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家計消費 

 鶏肉消費量の約４割を占める家計消費量は、消費者の

健康志向の高まりに加え、食肉の中での価格優位性を背

景に、長期的には増加傾向で推移している。 

令和２年２月下旬以降、ＣＯＶＩＤ－１９の影響によ

る巣ごもり需要が増加する中、食肉の中でも比較的安価

な鶏肉の購入数量が増加し、令和２年度に過去最高を更

新した。 

３年度および４年度は、外食需要の回復に伴い、２年

度と比べると巣ごもり需要に落ち着きがみられたものの

引き続き高い水準となっている。４年度は年間１人当た

り６.２キログラム（前年度比１.８％減）と前年度をわ

ずかに下回った（図７）。 

 図７ 鶏肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：総務省「家計調査報告」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆在庫 

 ４年度の推定期末在庫量、前年度比２.４％減

 鶏肉の推定期末在庫量は、その約８割を輸入品が占め

ることから、輸入量の動向に大きく左右される。 

令和４年度は、国産鶏肉生産量が減少したことや輸入

鶏肉の高騰から国産鶏肉の引き合いが増えたことなどか

ら、１５万３９０２トン（前年度比２.４％減）となり、

３年度連続で前年度を下回った（図８）。 

このうち、輸入品は１２万６８５３トン（同１.４％

増）と前年度をわずかに上回った一方、国産品は 

２万７０４９トン（同１６.８％減）と前年度を大幅に

下回った。 

 

 

 

図８ 鶏肉の推定期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

資料：農畜産業振興機構調べ 
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◆卸売価格 

 ４年度の卸売価格、もも肉は前年度比１２.１％高、むね肉は同１６.０％高

 国産鶏肉の卸売価格（ブロイラー卸売価格・東京）は、

日本では「もも肉」に対する消費者の嗜好
し こ う

が高いことか

ら、価格水準が「むね肉」に比べて高くなっている。「も

も肉」は、主にテーブルミートに仕向けられており、「む

ね肉」は総菜やチキンナゲット、ソーセージなど主に加

工･業務用利用が多くなっている。 

「もも肉」は、４年度は安定的な需要が継続している

ことや、飼料価格の上昇から、卸売価格は１キログラム

当たり７１３円（前年度比１２.１％高）と前年度をか

なり大きく上回った（図９）。「むね肉」は、価格が高

水準となっていた輸入鶏肉の代替需要の増加や、飼料価

格の上昇により、同３７７円（同１６.０％高）と前年

度を大幅に上回った。 

図９ 国産鶏肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「食鳥市況情報」 
 注：消費税を含まない。 

 

 

◆小売価格 

 ４年度の小売価格（もも肉）、前年度比５.４％高

 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）は、近年、１００グ

ラム当たり１３０円前後で推移している。 

平成３０年度以降、前年度を下回る推移が続いていた

が、令和３年度は４年ぶりに前年度を上回った。４年度

は、同１３７円（前年度比５.４％高）と前年度をやや

上回り、過去最高となった（図１０）。 

 

 

図１０ 鶏肉の小売価格（もも肉・東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：総務省「小売物価統計調査報告」 
 注：消費税を含む。 
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牛乳・乳製品 
◆飼養動向 

 ５年２月現在の乳用牛飼養頭数、前年比１.１％減 

 乳用牛の飼養戸数は、酪農家の高齢化や後継者不足な

どにより離農が進んでいることから、令和５年は、前年

を７００戸下回る１万２６００戸（前年比５.３％減）

とやや減少した（図１）。 

また、飼養頭数は、５年では１３５万６０００頭(同

１.１％減)と、前年をわずかに下回ったものの、１戸当

たり飼養頭数は、１０７.６頭(同４.４％増)と前年から

やや増加し、２年連続で１００頭を超える結果となった

ことから経営の規模拡大の進展が見受けられる。 

 

 

 

 

図１ 乳用牛の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：平成３１年（旧）までは従来実施してきた飼養者を対象とし

た統計調査。平成３１年（新）以降は牛個体識別全国データ
ベースなどの行政記録情報や関係統計により集計した加工統
計であり、統計手法が異なる。 

◆生乳生産 

 ４年度の生乳生産量、前年度比１.５％減

 令和４年度の全国の生乳生産量は、飼養頭数や１頭当

たりの泌乳量の減少などにより、７５３万２５１３トン

（前年度比１.５％減）と４年ぶりに前年度をわずかに

下回った（図２）。経産牛１頭当たりの泌乳量は、４年

度は８８７１キログラム（同０.７％減）となった。 

 

 

図２ 生乳生産量・経産牛１頭当たりの泌乳量の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」 
注１：経産牛１頭当たりの泌乳量は、畜産統計および牛乳乳製品統

計のデータを基に機構にて算出。 
注２：畜産統計について、令和元年から統計手法が変更されたた

め、経産牛１頭当たりの泌乳量については令和元年度以降の
数値は、平成３０年度までの数値と接続しない。
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◆用途別生乳処理量 

４年度の乳製品向け処理量、前年度比１.５％減

令和４年度の用途別生乳処理量を仕向け先別に見ると、

牛乳等向けは３９４万１０８３トン（前年度比１.４％減）

と前年度をわずかに下回ったものの、生乳生産量に占め

る牛乳等向け処理量の割合を表す市乳化率は、生乳生産

量が減少したことなどから５２.３％と前年度同であっ

た（図３）。 

また、乳製品向け処理量は３５４万５２６１トン（同

１.５％減）と前年度をわずかに下回った。 

 

 

 

 

 

図３ 用途別生乳処理量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 

◆乳製品向け処理量 

 ４年度の脱脂粉乳・バター等向け生乳処理量、前年度を下回る

 令和４年度の生乳の需給構造を見ると、生乳生産

量は約７５３万トンと前年度を下回った（図４）。 

このうち乳製品向け処理量を区分別に見ると、脱

脂粉乳・バター等向けは、約１８１万トン（前年度比

２.７％減）と前年度をわずかに下回った。また、チ

ーズ向けは約４５万トン（同２.３％増）と前年度を

わずかに上回り、生クリーム等向けは、約１２３万ト

ン（同１.６％減）と前年度をわずかに下回った。 

また、輸入乳製品（生乳換算）は、約４４５万トン

と３年連続で減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 生乳の需給構造の概要（令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「畜産・酪農をめぐる情勢」 
注１：国内生乳生産量の中には、このほか、他の用途向け（約５万

トン）や自家消費等（約５万トン）の生乳がある。 
注２：生クリーム等向けは、生クリーム・脱脂濃縮乳・濃縮乳に仕

向けられたものをいう。 
 

 
 

 
 
 

輸入乳製品

約４４５万トン
(生乳換算)

脱脂粉乳・バター等向け

約１８１万トン
生クリーム等向け

約１２３万 トン

国内生乳
生産量

約７５３万トン

チーズ向け 約４５万 トン

牛乳等向け

約３９４万トン
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◆脱脂粉乳 

４年度の民間期末在庫量、前年度比３４.１％減

 令和４年度の脱脂粉乳の生産量は、１５万４３７３ト

ン（前年度比３.３％減）と前年度をやや下回った。ま

た、同年度の輸入量（機構輸入分のみ）は、９１トン（同

８１.６％減）と大幅に減少した（図５）。 

 

図５ 脱脂粉乳の生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 
     注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

こうした中、４年度の推定出回り量は、１８万７８７８ト

ン（同３０.６％増）と前年度から大幅に増加し、４年

度の民間期末在庫量は、６万４３９２トン（同３４.１

％減）と前年度を大幅に下回った（図６）。 

 

図６ 脱脂粉乳の民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 

 令和４年度の脱脂粉乳の大口需要者価格は、２５キロ

グラム当たり平均１万７５８０円と前年度並みであった

（図７）。 

 

図７ 脱脂粉乳の大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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◆バター 

 ４年度の生産量、前年度比２.６％減

 令和４年度のバターの生産量は、７万３１５７トン（前年度

比２.６％減）と前年度をわずかに下回った。一方、同年

度の輸入量（機構輸入分のみ）は、８６８０トン（同６.０

％増）とかなりの程度上回った（図８）。 

 

    図８ バターの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」 
 注：輸入量は機構輸入分のみ。 

 

輸入量は増加したものの、同年度の推定出回り量は

９万２８７５トン（同１２.１％増）とかなり大きく

増加した上に、生産量の減少などの影響もあり、同年

度の民間期末在庫量は２万８８３１トン（同２７.１

％減）と大幅に減少した（図９）。 
 

図９ バターの民間期末在庫量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ 

 ４年度のバターの大口需要者価格は、１キログラム当

たり平均１３７２円（同１.１％安）とわずかに低下した

（図１０）。 

 

図１０ バターの大口需要者価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「大口需要者向け価格の動向」 
 注：消費税を含む。 
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◆チーズ 

 ４年度の総消費量、前年度比５.３％減 

チーズの生産量・輸入量

令和４年度のナチュラルチーズの輸入量（プロセス

チーズ原料用＋プロセスチーズ原料用以外）は、２５万

６９０２トン（前年度比７.１％減）とかなりの程度

減少した。内訳を見ると、プロセスチーズ原料用は

７万５１９２トン（同１４.８％減）とかなり大きく

減少し、プロセスチーズ原料用以外は１８万１７１

０トン（同３.５％減）とやや減少した（図１１）。  

国産ナチュラルチーズの生産量（プロセスチーズ原

料用＋プロセスチーズ原料用以外）は、４万６１６２ト

ン（同１.８％増）とわずかに増加した。内訳を見る

と、プロセスチーズ原料用が２万３２８１トン（同７.

９％増）とかなりの程度増加し、プロセスチーズ原料

用以外が２万２８８１トン（同３.７％減）とやや減少

した。

 

図１１ ナチュラルチーズの生産量・輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
 注：プロセスチーズ原料用以外とは、直接消費用、業務用、その他原料用として使用された量。 

 

チーズの総消費量 

令和４年度のナチュラルチーズ消費量は、２０万４５９１

トン（前年度比３.５％減）となった。また、プロセスチ

ーズ消費量は、１３万１０１９トン（同８.０％減）とかな

りの程度減少した（図１２）。 

 この結果、ナチュラルチーズとプロセスチーズを合わ

せた総消費量は３３万５６１０トン（同５.３％減）と

やや減少した。 

 

 

 

図１２ チーズの総消費量と国産割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」
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 チーズ総消費量の内訳

令和４年度のチーズ総消費量に占める国産チーズの割

合は、国内生産量が増加した一方、輸入が減少したこと

から１４.９％（ナチュラルチーズベースに換算した場

合の自給率）となり、前年度より１.２ポイント上昇し

た。 

 うち、プロセスチーズ原料用以外のナチュラルチーズ

については、国産の生産量が２万２８８１トン（前年度 

比３.７％減）、輸入量は１８万１７１０トン（同３.５ 

％減）とともに前年度をやや下回ったことから、国産の

割合は１１.２％と前年度並みとなった（図１３）。 

また、プロセスチーズ原料用のナチュラルチーズについ

ては、国産の生産量が２万３２８１トン（同７.９％増）

と前年度をかなりの程度上回り、輸入量が７万５１９２

トン（同１４.８％減）とかなり大きく下回ったことか

ら、国産の割合は２３.６％と前年度より４.０ポイント

上昇した。 
 

図１３ 令和４年度のチーズ総消費量の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農林水産省「チーズの需給表」 
注１：プロセスチーズ原料以外とは、直接消費量、業務用、その他の原料用として使用されたもの。 
注２：四捨五入の関係で、必ずしも合計値が文中の数字と一致しない。 

◆アイスクリーム 

 ４年度の輸入量、前年度比１.４％減

 令和４年度のアイスクリームの市場規模は、販売金額

が、５５３４億円（前年度比５.２％増）となり、やや

前年度を上回った（図１４）。 

需給動向を見ると、令和４年度の国産アイスクリーム

生産量は、１３万９８キロリットル（同０.４％減）、輸

入量は、５８６７トン（同１.４％減）とともにわずか

に減少した。 

図１４ 種類別アイスクリームの市場規模の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：一般社団法人 日本アイスクリーム協会「2022年度 アイ
スクリーム類及び氷菓 販売実績」、農林水産省「牛乳乳
製品統計」、財務省「貿易統計」 
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鶏卵 
◆飼養動向 

 ５年２月現在の採卵鶏飼養羽数、前年比５.７％減 

採卵鶏の飼養戸数は、小規模飼養者層を中心に減少傾

向で推移している。令和５年は、１６９０戸（前年比６.

６％減）と前年をかなりの程度下回った（図１）。 

飼養羽数は、近年、増羽傾向で推移していたものの、

３年以降、高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）が発

生した影響により毎年減少しており、５年も同様に１億

６９８１万羽（同５.７％減）と前年をやや下回った。

また、このうち実際に産卵を行う成鶏めすの飼養羽数は

１億２８５８万羽（同６.３％減）と前年をかなりの程

度下回った。この結果、１戸当たりの平均成鶏めす飼養

羽数は、７万６１００羽（同０.３％増）と前年並みと

なった。 

一方、成鶏めすの飼養戸数および飼養羽数を規模別に

見ると、１０万羽以上を飼養する層は飼養戸数全体の２

０％を、また、飼養羽数全体の８０％をそれぞれ占めて

おり、経営の大規模化が進んでいる。 

図１ 採卵鶏の飼養戸数および成鶏めす羽数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。 
注２：成鶏めすとは、種鶏を除く６カ月齢以上のめすをい

う。 
注３：飼養戸数は、種鶏のみの飼養者を除く。 
注４：令和２年は２０２０年農林業センサス実施年のため、

調査休止。 
 
 
 

 

◆生 産 

 ４年度４～１２月の生産量、前年同期比０.５％増

鶏卵生産量は、平成２７年度以降、家庭用、業務・加

工用ともに需要が旺盛であったことなどから、前年度を

上回って推移し、令和元年度は２６４万９８７５トン

（前年度比０.７％増）と過去最高となった（図２）。し

かし、２年度以降、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶ

ＩＤ－１９）の影響により価格が低下したことや、ＨＰ

ＡＩの記録的な発生の影響により、採卵鶏の殺処分羽数

が多かったことから、同生産量は２年連続で前年度を下

回った。４年度（４～１２月）はＨＰＡＩ発生の影響な

どを受けたものの、１９５万７１４２トン（前年同期比

０.５％増）と前年同期をわずかに上回った。 

 

図２ 鶏卵生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：農林水産省「鶏卵流通統計」 
 注：令和５年１月以降のデータは未公表。 
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◆輸 入 

 ４年度の輸入量、前年度比１.４％増

鶏卵（ふ化用除く）の輸入量（殻付き換算）は、国内

消費量の４％程度で推移している。輸入量のうち、約９

割が保存性に優れ、輸送コストの安い加工原料用の粉卵

が占めており、主にオランダ、イタリアおよび米国など

から輸入している。また、粉卵の輸入量のうち約９割は

卵白粉であり、ハム・ソーセージのつなぎの原料などに

使用されている（図３）。 

令和２年度は、ＣＯＶＩＤ－１９の影響により業務用

需要が減少したことなどから、４年ぶりに１１万トンを

割り込んだ。３年度は、ＨＰＡＩの影響で加工用の国産

鶏卵の代替として輸入されたことなどから、１１万５４

５５トン（前年度比１３.４％増）と前年度をかなり大

きく上回り、４年度も、業務用需要の回復などにより１

１万７０５１トン（同１.４％増）と前年度をわずかに

上回った。 

図３ 鶏卵輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き換算ベース。 

 

◆輸 出 

 ４年度の輸出量、前年度比１２.５％増

近年、鶏卵の輸出量は、高い衛生管理による品質や安

心感が評価され、増加傾向で推移している。令和２年度

に、最大の輸出先である香港において、ＣＯＶＩＤ－１

９の影響により内食化が進んだことなどを背景に、現地

の日本産鶏卵の需要が増加し、３年度に続いて４年度も

好調に推移した。 

鶏卵（殻付き卵）の輸出量は２万７１７４トン（前年

度比１２.５％増）とかなり大きく、輸出額も７７億３

０９６万円（同１９.３％増）と大幅に、いずれも前年

度を上回り、２年度連続で過去最高を更新した（図４）。 

輸出先を見ると、香港（２万５２６３トン、７２億６

３１１万円）、シンガポール（２９５トン、１億３２７

６万円）のほか、台湾、グアム、マカオ、米国に輸出さ

れており、輸出量の約９３％が香港向けとなっている。 

図４ 鶏卵の輸出量および輸出金額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 
 注：殻付き卵（食用）。 
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◆消 費 

 ４年度の１人当たり家計消費量、前年度比３.６％減

鶏卵の家計消費量は、量販店などで販売されるテーブ

ルエッグに加え、近年、食の簡便化に対応してコンビニ

エンスストアなどで販売されている卵加工品の需要の高

まりを受けて増加傾向にある。 

年間１人当たりの家計消費量は、令和２年度はＣＯＶ

ＩＤ－１９の影響による巣ごもり需要を受けて大幅に増

加したものの、３年度は巣ごもり需要に落ち着きが見ら

れたことやＨＰＡＩの影響のため、前年度をやや下回っ

た。４年度は、１０.８キログラム（前年度比３.６％減）

と前年度をやや下回り、ＣＯＶＩＤ－１９の影響を受け

る以前の元年度との比較でも０.６％減とわずかに減少

した（図５）。 

図５ 鶏卵の家計消費量（年間１人当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：総務省「家計調査報告」 

◆卸売価格 

 ４年度の卸売価格、前年度比１６.７％高

鶏卵を使用したデザートやマヨネーズなどの加工向け

を含めた旺盛な需要などを背景に生産拡大が進み、需要

を上回る供給が続いたことから、平成２８年度以降、卸

売価格は低下傾向で推移していた。令和元年度に、成鶏

更新・空舎延長事業の発動や台風被害に伴う供給量の減

少などを受けて卸売価格は上昇したものの、２年度は、

ＣＯＶＩＤ－１９の影響により業務用需要が大幅に減少

したことから、再び下落した。３年度は、ＨＰＡＩ発生

に伴う大幅な供給の減少により、前年度を大幅に上回る

高値となり、４年ぶりに２００円台まで上昇した。４年

度は業務用需要が回復傾向にあったことや、生産コスト

の上昇、また令和４年１０月以降に発生したＨＰＡＩに

よる採卵鶏の殺処分が飼養羽数の１割強にのぼったこと

などから、同価格は１キログラム当たり２５１円（前年

度比１６.７％高）となり、前年度を大幅に上回った（図

６）。 

図６ 鶏卵の卸売価格（東京全農系Ｍ玉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：JA全農たまご株式会社「相場情報」 
 注：消費税を含まない。 
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◆小売価格 

 ４年度の小売価格、前年度比６.５％高

国内の鶏卵消費量のほとんどが国内生産で賄われてい

ることから、鶏卵小売価格は卸売価格の変動に影響を受

ける傾向がある。 

令和４年度の鶏卵の卸売価格（東京全農系Ｍ玉）が、

ＨＰＡＩ発生の影響を受けて大幅に上昇したことなどか

ら、鶏卵小売価格（東京都区部）は１パック当たり２４

７円（前年度比６.５％高）と前年度をかなりの程度上

回った（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 鶏卵の小売価格（東京都区部） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
資料：総務省「小売物価統計調査」 
注１：消費税を含む。 
注２：価格は、平成２９年１２月以前はＬサイズ。３０年１

月以降はサイズ混合（卵重「ＭＳ５２ｇ～ＬＬ７６ｇ
未満」、「ＭＳ５２ｇ～Ｌ７０ｇ未満」または「Ｍ５
８ｇ～Ｌ７０ｇ未満」）。 
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飼料 
◆飼料需要量の推移 

 ４年度の飼料自給率は、前年度と変わらず２６％ 

 飼料の需要量は、近年は２５００万トン（ＴＤＮベー

ス）程度で推移している（図１）。 

 令和４年度（概算）は、２５００万３０００トン（前

年度比０.３％減）となった。 
 

図１ 飼料需要量（ＴＤＮベース）の推移 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：農林水産省「食料需給表」 

注１：ＴＤＮ（可消化養分総量）とは、家畜が消化できる養分のエネ

ルギー含量を示す単位であり、飼料の実量とは異なる。 

注２：濃厚飼料「純国内産原料」とは、国内産に由来する濃厚飼料（国

内産飼料用小麦・大麦など）である。濃厚飼料「輸入原料」に

は、輸入食料原料から発生した副産物（輸入大豆から搾油した

後発する大豆油かすなど）も含む。 

注３：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 

注４：令和４年度は概算値。 
 

 

 

 

 

 

 

 飼料の自給率を見ると、４年度（概算）の純国内産飼

料自給率［（純国内産粗飼料供給量＋純国内産濃厚飼料供

給量）/総需要量］は、前年度と変わらず２６％となった

（図２）。 

 また、純国内産粗飼料自給率は、牧草の生育が順調

であったことに加え、乾牧草の輸入量が減少したこと

などから前年度比２ポイント増の７８％となった。 

 純国内産濃厚飼料自給率は、前年度同の１３％とな

った。 
 

図２ 飼料自給率の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「食料需給表」 
注１：昭和５９年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。 
注２：令和４年度は概算値。 

◆飼料作物の生産 

収穫量は、前年比５.９％増

 飼料作物の作付面積は、長らく畜産農家戸数や飼養

頭数の減少に加え、農家の高齢化による労働力不足な

どに伴い微減傾向で推移していた。しかし、平成２２

年以降は、稲発酵粗飼料（ホールクロップサイレージ、

ＷＣＳ）および飼料用米の作付けが拡大した結果、２

８年まで増加傾向で推移した。 

令和４年（概算）は、飼料用米の作付面積の増加な

どにより、１０２万６０００ヘクタール（前年比２.５

％増）となった（図３）。 

 また、飼料作物の収穫量（ＴＤＮベース）は、稲Ｗ

ＣＳや飼料用米の作付け拡大により、近年は増加傾向

で推移している。４年は、４０７万３０００トン（同

５.９％増）と、前年を上回った。 
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図３ 飼料作物の生産の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「飼料をめぐる情勢」 

 

 稲ＷＣＳの作付面積は、近年増加傾向で推移してお

り、４年産は、前年産から４１５６ヘクタール増加し、

４万８４０４ヘクタール（同９.４％増）となった（図

４）。 

 また、飼料用米の作付面積も増加傾向で推移してお

り、４年産は、前年産から２万６３１１ヘクタール増

加し、１４万２０５５ヘクタール（同２２.７％増）と

なった。 
 

図４ 稲ＷＣＳおよび飼料用米の作付面積の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：農林水産省「飼料をめぐる情勢」 
 

◆粗飼料の輸入 

 ４年度の輸入量、乾牧草、ヘイキューブともに減少

 乾牧草の輸入量は、平成３０年度は北海道における

長雨の影響などにより乾牧草の供給が不足したことか

ら、２０３万９４０６トン（前年度比５.２％増）とな

った（図５）。令和元年度も前年の北海道の天候不良の

影響に加え、東北における天候不良などの影響を受け

国内供給が不足したことから、２０２万１０２６トン

（同０.９％減）となった。 

３年度は、前年度から続く国際的な海上コンテナ輸

送の混乱などにより不安定な供給状況が生じたものの、

２０９万１３８３トン（同３.２％増）となった。４年 

図５ 粗飼料の輸入量の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
資料：財務省「貿易統計」 

注：稲わらは、中国から輸入された穀物のわらである。 

度は、自給粗飼料の収穫量増加により、１９２万４６

５３トン（同８.０％減）と、５年ぶりに２００万トン

を下回った。 

また、ヘイキューブの輸入量は、近年減少傾向で推移してお

り、４年度は１１万２３５２トン（同１３.７％減）となった。 

乾牧草およびヘイキューブの輸入価格（ＣＩＦ）は、

近年、主産地における国内需要や新興国などの需要が

堅調である中、天候や為替により変動している。４年

度は、為替が円安に推移した影響などにより、乾牧草、

ヘイキューブともに前年度を大幅に上回った（図６）。 

図６ 粗飼料の輸入価格（ＣＩＦ）の推移 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：財務省「貿易統計」 
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◆配合飼料の生産 

４年度の生産量は微減

 配合飼料の生産量は、昭和６３年度をピークに家畜

飼養頭羽数の減少に伴って緩やかに減少していたが、

近年は横ばいで推移しており、令和４年度は２３５７万

９０１３トン（前年度比０.５％減）となった（図７）。 

 畜種別で見ると、養鶏用が１００５万５７８０トン

（同１.４％減）、うち成鶏用が５５９万２５９７トン

（同１.３％減）、ブロイラー用が３８１万６４３２ト

ン（同０.８％減）となり、養豚用は５５９万７４４ト

ン（同１.２％減）、乳牛用は３１４万２０４２トン（同

０.６％減）、肉牛用は４７３万８３３トン（同２.２％

増）となった。 

図７ 配合飼料の生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」〈速報版〉 
  （公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

◆飼料用トウモロコシの輸入 

 ４年度の輸入量は、ブラジル産が大幅に増加

 配合飼料の原料穀物（トウモロコシ、こうりゃん、

大麦、小麦など）のほとんどを輸入に依存しており、

輸入量の８割以上をトウモロコシが占める。 

 トウモロコシの輸入量は、３年連続で減少し、令和４

年度は１０３８万５３５７トン（前年度比９.２％減）

となった（図８）。 

 ４年度の輸入量を輸入先別に見ると、前年度に天候

不順によりシェアが低下したブラジル産が記録的な

豊作によりシェアが拡大し、４５８万９４２７トン（同

２.６倍）と大幅に増加した。一方、米国産は夏季の高

温乾燥による単収の低下などから４６０万１２８１トン

（同４２.１％減）と大幅に減少した。 

 

図８ 飼料用トウモロコシの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 資料：財務省「貿易統計」 

 

◆配合飼料価格 

 ４年度の配合飼料工場渡し価格は、前年度から２１.２％上昇

 配合飼料価格は、飼料穀物の国際相場、海上運賃、

為替相場などの動向を反映する。令和４年度の工場渡

し価格は、１トン当たり８万８６８０円（前年度比２１.

２％高）となった（図９）。 

 畜産経営では、生産費に占める配合飼料費の割合が

高い。このため、配合飼料価格の上昇が畜産経営に及

ぼす影響を緩和する措置として、民間の自主的な積み

立てによる通常 補塡
ほ て ん

制度と、通常補塡で対処し得ない

価格高騰に対応するため、国と民間が財源を拠出する

異常補塡制度が導入されている。 

 令和２年度は、中国の需要増加などを背景にシカゴ

相場が上昇したことから、第４四半期に８期ぶりに通
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常補塡が発動した（表）。３年度第１四半期は通常補塡

が発動するとともに、１６期ぶりに異常補塡が発動し、

続く３年度第２四半期～４年度第４四半期も通常・異

常補塡ともに発動した。 

 

図９ 配合飼料の価格動向の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資料：農林水産省「流通飼料価格等実態調査」＜速報版＞および 

（公社）配合飼料供給安定機構「飼料月報」 

注：全畜種加重平均の配合飼料工場渡し価格。 

 

表 配合飼料の価格（建値）改定および補塡状況 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料：全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）、農林水産省 

  注：価格改定額はＪＡ全農の全国全畜種総平均。 

（単位：円/トン）
   補塡単価

通常 異常
30年度 第1四半期 ＋ 1,100 300 300 -

   2四半期 ＋ 1,550 3,450 3,450 -
   3四半期 ▲ 800 2,300 2,300 -
   4四半期 ＋ 500 300 300 -

令和元年度 第1四半期 ▲ 850 - - -
   2四半期 ▲ 400 - - -
   3四半期 ▲ 650 - - -
   4四半期 ＋ 700 - - -

2年度 第1四半期 ▲ 800 - - -
   2四半期 ▲ 1,000 - - -
   3四半期 ＋ 1,350 - - -
   4四半期 ＋ 3,900 3,300 3,300 -

3年度 第1四半期 ＋ 6,600 9,900 3,999 5,901
   2四半期 ＋ 2,300 12,200 4,934 7,266
   3四半期 ▲ 3,700 8,500 4,372 4,128
   4四半期 ▲ 3,300 5,200 3,451 1,749

4年度 第1四半期 ＋ 4,350 9,800 5,039 4,761
   2四半期 ＋ 11,400 16,800 5,454 11,346
   3四半期 ＋ 0 7,750 7,254 496
   4四半期 ▲ 1,000 950 623 327

適用期間 価格改定額
（対前期差）
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